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安定同位体比を用いた植物による硝酸態窒素利用の実体解明

The use of natural abundances of stable isotopes to elucidate the

nitrogen dynamics in plant-soil systems
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　軽元素の安定同位体比は物質循環解析に強力なツールではあるものの、同位体分別というブラックボックス

のために、その解析は多くの場合、半定量的なものにとどまってします。残念なことではあるが、一方でたと

えば窒素循環のようにプールの回転速度が早く、プールの濃度変動からフラックスを類推することが困難であ

る循環系では、半定量的な解析であるとしても、その開先に寄ってこれまで考えられてこなかったフラックス

の重要性を明らかにするというような形で、循環系の理解を大きくすすめることができる可能性がある。本発

表では通常のプール情報からでは見逃しがちなフラックスの重要性を明らかにした例としてアラスカツンドラ

生態系での硝酸態窒素についての報告を行う。植物体内に残された微量の硝酸態窒素の窒素酸素安定同位体比

の測定から、ツンドラ土壌ではほとんど検出されない硝酸態窒素が実は生産され消費されているという、「見

えなかった」硝酸態窒素に関するフラックスをどのように追跡したかについて発表させていただく。

 
安定同位体、硝酸態窒素

stable isotopes, soil nitrate

 

AHW24-01 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - AHW24-01 -


